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野毛山幼稚園

主 題
聖
句

予 定

日 曜 備 考

2 火

3 水 誕生会

10 水
保 護 者 .
９ 時 ２ ０ 分 集 合

11 木
保 護 者 .
９ 時 ２ ０ 分 集 合

12 金
保 護 者 .
９ 時 ２ ０ 分 集 合

17 水 年中、年少組は休園

保 護 者 .
９ 時 . 集 合

保 護 者 .
10 時 30 分 集 合

ランチ 15日(月)まで　　
こひつじ

年　少（コスモス組）

大きくなったことを感じ、まわりの人た
ちに感謝の気持ちを持つ。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

友だちとごっこあそびを楽しむ。

もうすぐ、年中組になることがわかる。

楽しく歌ったり、聴いたりする。

暖かくなってきていることを感じ、木の
芽などの変化を見ながら、春が近いのを
知る。

第70回　卒園式

修了式　(アネモネ組)

3　月　の　予　定

希望をもって

これまでまもってくださった神さまが、これからも導いてくださることを
信じ、感謝する。

ね が い
様々な場所で自分の思いや考えを表し、友だちと互いに分かち合いながら
取り組む。

　わたしは必ずあなたと共にいる。
出エジプト記３章12節

３月…卒園・修了の時期を迎えます。子どもだけではな
く、保護者の方にとっても卒園・修了です。
新型コロナウイルスの影響で、今年度は６月から始まり
ましたが、雨の日、風の日、暑い時も寒い時もどんな時
も親子でがんばって幼稚園に通いました。
嬉しい時、楽しい時ばかりでなく、悲しい時もつらい時
もあったと思いますが、ひとつひとつ乗り越えてそれぞ
れがその子らしく大きくなりました。神さまに導かれて
守られ、そして、たくさんの人に守られ支えられて大き
くなったことに感謝したいと思います。
私たちの歩む道は、さまざまなことがあります。悲し
み、苦しみの只中にいるとき、その現実はすぐには変わ
らないかもしれません。また神さまに祈っても、自分の
思うとおりにならないかもしれません。けれども、神さ
まはいつも共にいてくださり、御心の通りに解決を与え
てくださいます。インマヌエル…神さまはわたしたちと
共におられる…そのことを信じて歩んでいきましょう。

　　　　　　　～ある患者の詩～
大事を成そうとして、
力を与えてほしいと神に求めたのに、
慎み深く、従順であるようにと
弱さを授かった。
　　より偉大なことができるように　健康を求めたのに
　　より良きことができるようにと　病弱を与えられた。
幸せになろうとして　富を求めたのに
賢明であるようにと　貧困を授かった。
　　世の人々の賞賛を得ようとして　権力を求めたのに
　　神の前にひざまずくようにと　　弱さを授かった。
人生を享楽しようと　あらゆるものを求めたのに、
あらゆることを喜べるように　命を授かった。
　　求めたものは一つとして　与えられなかったが、
　　願いはすべて聞き届けられた。
神の意にそわぬ者であるにもかかわらず、
心の中の言い表せない祈りは
すべてかなえられた。

私はあらゆる人の中で　最も豊かに祝福されたのだ。

　
(ニューヨーク大学リハビリテーションセンターの壁に書かれた詩)

ひなまつり(園児同士)

創立７０周年感謝の会(たんぽぽ組)

創立７０周年感謝の会(アネモネ組)

大きくなったことを喜び、新しい生活に希望を持つ。

創立７０周年感謝の会(コスモス組)

年　長（たんぽぽ組）

予 定

木の芽などの変化を見ながら、春が近いのを知
る。

ひとりひとりが自分なりの目標を持ち、それに
向かって最後までやりとげようとする。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

みんなで一緒に活動することの楽しさを知る。

ひとりひとりが自分なりの目標を持ち、それに
向かって最後までやりとげようとする。

友だち同士、お互いの考えを出し合い、受け入
れてあそびを深めていく。

さまざまなことに目を向けて、気づく心を持
つ。

春が近いことを知る。

年長さんへお祝いの気持ちをこめてプレゼント
を作ったりする。

たくさんの友だちと接し、交友関係を広げてい
く。

年長組になることに期待を持ち準備していく。

神さまとたくさんの人に守られて大きくなった
ことを感謝する。

お世話になった人たちへありがとうの気持ちを
持つ。

小学校に対する期待を持ち、残りの幼稚園生活
を見通しをもって進める。

友だちのがんばりや、良いところを認めあった
り、友だちの成功を喜ぶ。

18 木
修了式　(コスモス組)

16日(火)まで

３月１９日(金)　２２日(月)～２６日(金)までこひつじをする予定です。
ご希望の方は２月中にお申込みください。ご不明な点はおたずねください。

幼稚園生活を思い起こし、卒園に向けての準備
をする。

大きくなったことを感じ、まわりの人たちに感
謝の気持ちを持つ。

大きくなったことを感じ、まわりの人たちに感
謝の気持ちを持つ。

年　中（アネモネ組）


